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＜連絡事項＞

・年末年始の皮膚科診察についてお知らせが来ています。

　年末の皮膚科診察…12月22日→東病棟・南病棟

　　　　　　　　　　12月24日→西病棟・北病棟

　年始の皮膚科診察は1月5日から通常通り行うとの事ですので周知お願いします。

　処方については各病棟、次回の診察日まで間に合うように指示を受ける様お願い

します。

＜患者様連絡事項＞

・菊地　明子様～サンコバ点眼薬が切れている為、主治医へ報告し1本処方となっています。

・木村　梅子様～昨日、本人より正月外泊の日時が決定したとの報告があり、弟様へ連絡し、正月外泊の日時について確認しています。家の電話番号が現在使用されていないとの事で、携帯の方へ連絡しています。

　　　　　　　　弟様より正月外泊に関して本人より電話があったこと、日時について間違いないとの事でした。

本日の診察にて12/31（水）10:00～1/3（土）15:00主治医より許可頂いています。

・飯豊　信雄様～本日ご家族様の面会あり、正月外泊について確認しています。ご家族様より了承を得た為、外泊用紙を記入し、Ｄｒファイルに入れています。診察の際、主治医へ確認お願いします。外泊の際、短い時間でもいい為、何か家で簡単な作業をさせるようご家族様へ伝えています。ご家族様は長い目で見ると話されており、了解されています。また、山田ＰＳＷより障害者手帳の更新の為、ご家族に持ってくる様話しがあり、持参されています。障害者手帳は山田ＰＳＷへ渡しています。

・浅野　秀子様～本日松尾歯科受診されており、軟膏を塗ってきたとの事です。病棟に軟膏がありますが、使用している様子が見られていない為、歯磨きをした後に塗って頂く様促していきましょう。

・戸賀沢　潔様～本日、ご家族様付き添いにて市役所へ行かれていますが、手続きに必要な書類が足りなかったとの事で、日程調整し再度市役所へ行く事となっています。外出の日時についてはご家族様より後日連絡が来る事となっています。

・佐藤　惠圀様～アキレス腱が痛いとの事で、西病棟ではリハプロに導入していなかったとの事ですが、本日、本人へプログラムを行う必要性について説明しています。明日の診察で主治医へ情報提供し、リハプロ導入していく予定としています。

＜注目患者様ケース検討＞

・菊地　明子様～昨日の診察で主治医より、調子が悪い時はプログラムを休んでもいいと話があり、本日もリハプロ・作業を休まれています。眠気が強い様子見られ、スタッフと話している間も目を開けていられない状態見られています。症状管理の為、現在プログラムを休ん頂いている状況ですので、看護側としてもその事を踏まえての関わりを持っていきましょう。

現在本人が1番悩んでいる事は眼鏡作成の事ですが、12/21(日)に眼鏡を購入する予定となっており、外出許可頂いています。

眼鏡購入後の精神症状を観察していき、当面の問題解決として本人のペースに合わせて出来る事を1つずつ行っていくようにしましょう。

　　

・清川　厚子様～「退院したい」と話され、数日前より食事の拒否やプログラムを拒否する事見られています。入院している理由は何なのか、ここでやるべき事は何なのかをその都度説明し、スタッフは統一した対応をするようにしていきましょう。

＜川端Ｄｒケースカンファレンス・診察状況＞

・浅野　秀子様～12/23(火)に外出希望あり、日時変更なく主治医より許可が下りています。歯が痛く、作業に行きたくないと話す事ありますが、主治医よりプログラムは参加する様に説明受けています。歯が痛いのであれば食事形態の変更をする事伝え、本日夕から主食のみ全粥（大盛り）に変更となっています。副食はキザミをすすめていますが本人の拒否あり、今まで通り常菜となっています。食事摂取状況の観察を行い、引き続きプログラムへの取り組み状況や精神症状の観察を行っていきましょう。

・東海林　康之様～12/31（水）9:00～1/3（土）16:00まで正月外泊の希望あり、主治医より許可頂いています。

・清川　厚子様～「家に帰りたい」「他の人と話していても訳が分からなくなる」と話されています。主治医より、入院の経過についてと治療継続の必要性について話されています。3ヶ月～半年の周期で症状が悪くなっている事から、

デパケンＲ（200）1Ｔ　1×7日分　本日就床前より

デパケンＲ（100）1Ｔ　1×7日分　朝食後より臨時処方となっています。また、プログラム・作業へはきちんと参加し、入浴などの日課もきちんと行わないと退院できない事を本人へ伝えています。日課の取り組み状況や精神症状の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　

・稲垣　恵利子様～右大腿部の痛みを訴え、ロキソニン（解熱鎮痛消炎剤）2Ｔ　2×5日分　本日夕から臨時処方となっており、飲み切り止めとなっています。歩行時は足を引きずって歩いている事見られていた為、歩行状況や痛みの有無について観察行っていきましょう。

　　　　　　　　　また、間食について制限はないとの事ですが、体重を増やさないよう主治医より話されています。間食について担当スタッフは検討お願いします。

・柳杭田　かつ子様～前回の尿検査にて尿糖（＋）だった為、12/23（火）に再度尿検査をする様指示が出ています。時間外に嗜好品を要求してくる事ありますが、その都度時間について伝えると理解する事出来ています。引き続き、介入行っていきましょう。

・小坂　君子様～男性患者様（三上　勇様・十日市　利喜様）の名前を出し、｢性的いたずらをして頭に来る｣と妄想発言聞かれています。皮膚科処置の際にズボンを脱いでいる男性患者様もおり、その事についての妄想発言も聞かれています。主治医より、軟膏処置の際は配慮し、軟膏処置のやり方について病棟側で検討していく必要があるのではないかと話されています。

・戸賀沢　潔様～本人より、「正月外泊の許可が出た」と話す事あるもご家族は知らないと話されています。また、本日外出の際に嗜好品を購入されて来ています。主治医より間食について、管理は自分で行い、食べ過ぎないようにとの事です。

















































